
■ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

(２)介護業界全体の課題となっている人材不足の解消
に向けて、より一層効果的な取組が求められている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

福祉の現場を支える
施策が効果的なもの
となるよう取り組
む。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

12.5 10.5 27.2 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定、介護人材確保、新型コロナウイルス感染症対策支援、福祉施設等物価高騰対策応援金

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

(１)高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の策定・推進
・社会福祉審議会高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画推進専門分科会会議　１回開催

(２)介護人材確保
・介護資格取得支援　受講（受験）者延べ57名（介護職員初任者研修16名、介護福祉士実務者
研修21名、介護福祉士試験20名）
・介護職員等喀痰吸引等研修（実地研修）受講者25名（うち２名は退職のため途中辞退）
・介護支援専門員資質向上研修　２回（参加者43名）
・面接会の実施 ハローワークとの共催　２回（参加企業18社、参加者47名、就職者15名）
・セミナーの実施　地域経済振興室との共催　１回（参加者６名）
(３)新型コロナウイルス感染症緊急対策アクションプラン
・介護サービス事業所等に対するサービス提供体制確保 （121事業所）
・高齢者在宅ケア継続支援 補助金（損害賠償保険料のみ）
・物価高騰に係る応援金　66,600千円（511事業所）

決算額
　(千円)

3
所管
室課

高齢福祉室 事業名 高齢者施策推進事業

95,656 26,510 86,179
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

98.3 94.4 98.1 □
市民ニーズ、
社会的役割

184,708 23,704 315,086
※課題があるものは■

介護保険施設管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

市立の老人デイサービスセンター、認知症高齢者グループホーム、吹田市介護老人保健施設に
おいて、指定管理者制度（利用料金制度）のもと、大規模な修繕と工事等の維持管理業務を実
施。

・決算額内訳　主な項目
　合計　86,179千円
    工事請負費　　70,268千円
　　需用費　　　 　9,416千円
　　備品購入費　　 3,485千円
　　委託料　　     2,339千円
　　その他　　　　   671千円

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

（3)対象となる全施設での実施となっておらず、申
請を促し1法人増えた。低所得者対策として、未申
請施設には引き続き申請を促す必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護保険施設管理事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

維持管理については、施設の経年劣化が激しく、適宜
修繕を行っている。中には築50年が経つ施設もあり、修
繕等の維持管理費が一定額必要となっている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

適宜修繕を行うとと
もに、第三者モニタ
リングにてサービス
の改善等に努める。

一般財源の
比率（％）

48.9 58.1 67.4 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

居宅サービスに係る利用者負担額の助成
訪問介護利用者に対する利用者負担額軽減措置
社会福祉法人等による利用料負担の軽減措置に伴う助成

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

(１)居宅サービスに係る利用者負担額の助成
・助成件数
令和２年度　13件　令和３年度　16件　 令和４年度　12件

(２)訪問介護利用者に対する利用者負担額軽減措置
　　利用者なし

(３)社会福祉法人等による利用料負担の軽減措置に伴う助成
実施申し出法人数　令和２年度　11法人（吹田市内の27法人中）
　　　　　　　　　令和３年度　12法人（吹田市内の27法人中）
                  令和４年度　13法人（吹田市内の27法人中）
・助成法人数（他市の法人を含む）
　令和２年度　６件　令和３年度　５件　令和４年度　６件
・助成額
　令和２年度　721,494円　令和３年度　559,948円　令和４年度　326,778円

決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 介護保険サービス整備等事業 所管部局 福祉部

1
所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護保険サービス利用者負担軽減事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 313 施策 介護保険制度の安定的運営

1,060 1,005 589
※課題があるものは■
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■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

所管
室課

事業名

2 2 2
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

老人福祉施設整備基金積立

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

老人福祉施設の整備促進を目的とした、社会福祉法人等への補助金の財源に充てる。

・実績額
　預金利子　2,330円
・令和４年度末基金積立残額
　233,788,689円

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

(１)第９期計画（令和６年度（2024年度）～令和８年度
（2026年度））においては、計画期間の３年間における
地域密着型サービスの見込量を算出し、必要なサービ
スの整備を進めていく。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

第９期計画の策定時
に必要なサービスの
整備数を算出し、整
備を進める。

5
所管
室課

高齢福祉室 事業名 老人福祉施設整備費積立事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の市内における高齢者の動態等を見極めつつ、基
金を有効に活用していくことが課題。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

有効的な基金の活用
方法について検討し
ていく。

一般財源の
比率（％）

58.5 23.7 17.9 □
市民ニーズ、
社会的役割

地域密着型サービス整備補助、軽費老人ホーム事務費補助、認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援、介護施設等の施設開設準備経費等支援、新型コロナウイルス
感染症対策支援

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

【新型コロナウイルス感染症対策による拡充】

（繰越分）認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援
　補助額　非常用自家発電設備の購入（１事業所）8,580千円
　　　　　介護施設等における新型コロナウイルス感染拡大防止対策支援事業
　補助額　多床室の個室化改修（１事業所）38,799千円
　
(１)地域密着型サービス整備補助
・選定　２法人、３事業（小規模特別養護老人ホーム、認知症高齢者グループホーム、定期巡
回・随時対応型訪問介護看護）
(２)軽費老人ホーム事務費補助　（３法人）
(３)認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援
(４)新型コロナウイルス感染症緊急対策アクションプラン
・介護施設等における新型コロナウイルス感染拡大防止対策支援事業
　補助額　（４法人、７事業所）
・高齢福祉施設PCR検査等費用補助 補助金11,867千円（12法人、13事業所）

決算額
　(千円)

115,787

事業概要

事業概要

施策コード 313 施策 介護保険制度の安定的運営

管理事業 介護保険サービス整備等事業 所管部局 福祉部

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

343,543 456,876
※課題があるものは■

4
所管
室課

高齢福祉室 事業名 高齢者福祉施設補助事業

2/2



□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

■ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

高齢福祉室 第１号被保険者還付加算金事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

介護保険料滞納者に対しては、催告書の発行を行っ
ているものの、依然として未納者がいる状況。令和
4年度から債権管理課への移管処理、令和5年度から
は差押えを行っているため、今後は差押え件数を増
やす等、収納率の向上に努める。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

介護保険料等滞納整理

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

介護保険料滞納者に対して、年４回（４月、７月、10月、１月）催告を実施
令和２年度
催告発行件数　４月：2,672件
　　　　　　　７月：2,275件
　　　　　　　10月：2,062件
　　　　　　　１月：1,928件
令和３年度
催告発行件数　４月：2,925件
　　　　　　　７月：1,821件
　　　　　　　10月：1,756件
　　　　　　　１月：1,570件

令和４年度
催告発行件数　４月：2,610件    債権管理課への移管人数・金額19人　6,407,126円
　　　　　　　７月：2,109件
　　　　　　　10月：1,507件
　　　　　　　１月：1,443件

決算額
　(千円)

高齢福祉室 第１号被保険者保険料還付事業

3
所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護保険料等滞納整理事業

117,921 94,886 54,247
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

1,528 1,694 2,123
※課題があるものは■

介護保険システム管理

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

介護保険システムの保守運用、介護保険法改正、マイナンバー制度に対応するため介護保険シ
ステムの改修。
・介護保険システム構築及び保守運用業務
　債務負担行為（令和元年度～令和９年度）
　令和２年度決算額　85,913,102円
　令和３年度決算額　36,461,282円
　令和４年度決算額　26,442,180円
令和２年度
・介護保険システム令和２年度法改正対応業務　 9,323,000円
・介護保険システムソフトウェア保守管理業務　13,812,856円
令和３年度
・介護保険システム令和３年度法改正対応業務　36,802,260円
・令和３年６月特定個人情報データ標準レイアウト改版対応業務　9,240,000円
令和４年度
・令和４年６月特定個人情報データ標準レイアウト改版対応業務　6,787,000円
・吹田市介護保険システムEdge化対応業務　　693,000円
・介護訪問調査システムとの連携対応業務　6,600,000円

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

介護保険事務委託が進んでいくことで、職員の窓
口、電話対応の機会が減少するため、「業務知識の
喪失」が課題である。委託事業者を主体にナレッジ
管理を行うこと、業務知識の継承に努める。吹田市
と委託事業者間で業務に対する課題等を日々共有し
ている。また、日次業務のチェック・決裁を通じて
職員の業務知識を維持している。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護保険関係システム事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

制度改正が多く、その度にシステム改修の必要があ
り多額の費用が発生する。
システム標準化への以降が令和７年度末に実施が予
定されており、システム移行が早急の課題。システ
ム標準化によって、制度改正によるシステム改修費
用が軽減されるように努める。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

国保連合会共同電算処理事務、介護保険事務業務委託計画、介護保険情報提供

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

(１)介護保険事務委託
　令和２年度債務負担行為（令和２年度～令和９年度）
・契約期間　令和３年３月１日～令和９年９月30日
（令和３年３月から同年９月までは準備期間、令和３年10月から本番移行）
・令和２年度決算額　　　　　448,140円
・令和３年度決算額　　　119,717,400円
・令和４年度決算額　　　152,111,520円

(２)介護保険事務業務委託計画
・平成30年度債務負担行為（平成30年度～令和３年度）
・令和２年度決算額　29,045,500円
・令和３年度決算額　11,632,500円

決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 介護保険運営事業 所管部局 福祉部

1
所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護保険総務事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 313 施策 介護保険制度の安定的運営

40,175 144,469 166,723
※課題があるものは■

1/8



□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

調査件数が徐々に増加することが見込まれる中、高
齢化による直営調査員の離職があり、調査の遅れが
課題となっている。それに対応するため、令和５年
度から新たに事務受託法人による調査委託を開始し
た。

今後の実施計画
の方向性・内容

拡充

事務受託法人等への
調査委託の拡大

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

認定調査等

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

被保険者からの申請に基づき、直営及び委託による認定調査を行った。

・調査件数　　17,925件　（内訳：直営　8,997件、委託　8,928件）
・調査委託事業所数　　401事業所

決算額
　(千円)

6
所管
室課

高齢福祉室 事業名 認定調査等事業

96,300 92,690 136,495
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

68,343 70,034 101,880
※課題があるものは■

介護認定審査会

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

被保険者からの申請に基づき、認定審査会を開催し、要介護・要支援認定を行った。

・審査会開催日数　　　226日
　　　　・開催回数　　535回

・認定件数　16,356件
　内訳　　　非該当　　　　　223件
　　　　　　要支援１　　　2,654件
　　　　　　要支援２　　　1,972件
　　　　　　要介護１　　　3,723件
　　　　　　要介護２　　　2,425件
　　　　　　要介護３　　　1,836件
　　　　　　要介護４　　　1,863件
　　　　　　要介護５　　　1,660件

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

コンビニ収納及びスマートフォン納付を開始以来、
着実に利用数が伸びている。APPの種類を増やす
等、引き続き収納率向上のために市民の利便性向上
に努める。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

5
所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護認定審査会事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

年、月ごとの申請件数の多寡による申請から認定ま
でにかかる日数の増減への対応が課題となってい
る。事務の滞留による遅延とならないよう効率的に
作業を進めていく必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

介護保険賦課徴収

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

市民の利便性拡大と収納率向上を図ることを目的に、令和３年１月１日から介護保険料のコン
ビニ収納及びスマートフォンによる納付を開始した。
(１)コンビニ収納実績
　　　　令和２年度　　1,726件
　　　　令和３年度　 21,479件
　　　　令和４年度　 25,559件
(２)スマートフォン納付実績
　　　LINE Pay請求書支払い
　　　　令和２年度　　　 14件
　　　　令和３年度　　　 68件
　　　　令和４年度　　　107件
　　　Pay Pay請求書支払い
　　　　令和２年度　　　 28件
　　　　令和３年度      719件
　　　　令和４年度    1,439件

決算額
　(千円)

57,893

事業概要

事業概要

施策コード 313 施策 介護保険制度の安定的運営

管理事業 介護保険運営事業 所管部局 福祉部

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

45,663 56,750
※課題があるものは■

4
所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護保険賦課徴収事業
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□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

居宅介護福祉用具購入費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　37,887,547円 決算額
　(千円)

9
所管
室課

高齢福祉室 事業名 居宅介護福祉用具購入事業

6,621,573 6,528,595 6,624,510
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

40,506 37,524 37,888
※課題があるものは■

施設介護サービス等給付費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　6,624,509,903円 決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

8
所管
室課

高齢福祉室 事業名 施設介護サービス等給付事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

居宅介護サービス等給付費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　13,218,108,135円 決算額
　(千円)

11,722,164

事業概要

事業概要

施策コード 313 施策 介護保険制度の安定的運営

管理事業 介護保険運営事業 所管部局 福祉部

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

12,639,504 13,218,108
※課題があるものは■

7
所管
室課

高齢福祉室 事業名 居宅介護サービス等給付事業
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□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

地域密着型介護サービス等給付費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　3,193,918,406円 決算額
　(千円)

12
所管
室課

高齢福祉室 事業名 地域密着型介護サービス等給付事業

1,372,935 1,504,727 1,585,528
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

3,075,229 3,146,860 3,193,918
※課題があるものは■

居宅介護サービス計画等給付費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　1,585,527,668円 決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

11
所管
室課

高齢福祉室 事業名 居宅介護サービス計画等給付事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

居宅介護住宅改修費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　54,188,756円 決算額
　(千円)

57,571

事業概要

事業概要

施策コード 313 施策 介護保険制度の安定的運営

管理事業 介護保険運営事業 所管部局 福祉部

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

58,856 54,189
※課題があるものは■

10
所管
室課

高齢福祉室 事業名 居宅介護住宅改修事業
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□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

介護予防住宅改修費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　36,211,692円 決算額
　(千円)

15
所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護予防住宅改修事業

11,785 8,794 10,730
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

40,347 36,575 36,212
※課題があるものは■

介護予防福祉用具購入費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　10,729,793円 決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

14
所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護予防福祉用具購入事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

介護予防サービス等給付費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　525,385,918円 決算額
　(千円)

500,173

事業概要

事業概要

施策コード 313 施策 介護保険制度の安定的運営

管理事業 介護保険運営事業 所管部局 福祉部

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

517,526 525,386
※課題があるものは■

13
所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護予防サービス等給付事業
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□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

審査支払手数料

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度審査支払手数料　24,739,539円 決算額
　(千円)

18
所管
室課

高齢福祉室 事業名 審査支払手数料事業

7,164 4,152 3,126
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

22,302 23,790 24,740
※課題があるものは■

地域密着型介護予防サービス等給付費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　3,125,604円 決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

17
所管
室課

高齢福祉室 事業名 地域密着型介護予防サービス等給付事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

介護予防サービス計画等給付費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　125,353,433円 決算額
　(千円)

115,990

事業概要

事業概要

施策コード 313 施策 介護保険制度の安定的運営

管理事業 介護保険運営事業 所管部局 福祉部

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

121,385 125,353
※課題があるものは■

16
所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護予防サービス計画等給付事業
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□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

特定入所者介護サービス等費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　413,426,685円 決算額
　(千円)

21
所管
室課

高齢福祉室 事業名 特定入所者介護サービス等事業

109,606 98,780 116,382
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

643,060 493,029 413,427
※課題があるものは■

高額医療合算介護サービス費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　116,381,655円 決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

20
所管
室課

高齢福祉室 事業名 高額医療合算介護サービス事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高齢者の増加に伴い、今後、サービス利用者が増加
することが見込まれるため、長期的には事業費の増
加が見込まれる。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

高額介護サービス費支払

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度給付費　755,436,257円 決算額
　(千円)

745,495

事業概要

事業概要

施策コード 313 施策 介護保険制度の安定的運営

管理事業 介護保険運営事業 所管部局 福祉部

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

754,750 755,436
※課題があるものは■

19
所管
室課

高齢福祉室 事業名 高額介護サービス事業
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□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

特になし

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

介護保険給付費準備基金積立

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和３年度積立額　825,816,178円 決算額
　(千円)

539,268

事業概要

事業概要

施策コード 313 施策 介護保険制度の安定的運営

管理事業 介護保険運営事業 所管部局 福祉部

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

585,383 825,816
※課題があるものは■

22
所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護保険給付費準備基金積立事業
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